
沖永良部島ことばの分布と歴史

中 本 正 智

沖永良部島のこと

沖永良部島は､奄美諸島の中の-島で､与論島とともに沖縄に近い｡その位置は､

東経128041′､北緯27024′にある｡ 島の大きさは､周囲50,3キロメートル､面積94,54

平方キロメートルである｡

島の西部に大山があり､標高245メートルであり､島の地形は平坦地が多く耕地に

恵まれている｡ 山岳や河川はほとんどない｡島の西部よりに東洋一を誇る鍾乳洞があ

る｡

島の産業についてみると､琉球列島の他の島と同じように ｢さとうきび｣をつくっ

ていたが､最近に､百合の球根やフリジア､グラジオラス､アマリリスなどを栽培し

てアメリカなどへ輸出している｡これらの花が咲くころは､島全体が花園の観を呈す

る｡

島びとは､美しい自然にはぐくまれて温和な風である｡昔から ｢いらで いらぼら

ぬ いらぷじま｣といわれていて､｢選んでも選ぶことができない永島部島｣､つまり

｢どこをさがしても見つけることができない恵まれた島｣の意である｡これらのこと

ばから､島を愛する人々の心が伝わってくる｡

沖永良部島は､｢おきえらぶ｣または ｢おきのえらぶ｣とよばれる｡ さかのぼると､

rおもろさうLjに､｢ゑらぶしま｣とか ｢ゑらぷせりよさ｣とある｡古名として ｢せ

りよさ｣｢せりゆき｣と記されていて､｢せり｣は､現代の字名の瀬利覚の ｢瀬利｣､
また沖縄の ｢勢理客｣の ｢勢理｣と同根であろう｡

琉球王国時代には､島は三間切に分かれていた｡大城間切に､和泊､和､大城､赤

嶺､田舎平､後蘭､下城､田皆､島尻､屋子母､瀬利覚の11村､審美留間切に､手々
で ぎ

知名､出花､畦布､根祈､玉城､内城､瀬名､永嶺､上城､大津勘､知名､上平JH､

下平川､皆川の14村､久志検間切に､喜美留､国頭､西原､古里､久志検､余多､屋
If あ

者､芦晴良､黒貫､徳時､馬鹿の11村が属していた｡
よひ と てつ こ

各間切に琉球王国の役職､与人､綻､目差､筆子が設けられて､その役所は､三間

切まとめて大城間切和泊村におかれた｡ これをみると､琉球王国時代において島の行

政の中心は､和泊にあったことになる｡これは､言語地理学的に言語の分布を考える
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ときに重要なものとなる｡

沖永島各島三方噂E2)



区別を失う段階が異るということである｡これらの母音の区別を失えば､母音構造は､

沖縄と同じとなる｡

広母音の音節におけるk音はh,申,Cに変化している｡hasa(笠),◎uri(これ),

cijun(蹴る)などB

力行子音の変化と分布

力行子音の変化は､さかんに起こり､広母音音節においては､k- hとなる｡

｢風｣において､hadi:､had3i:のように､語頭の子音はすべてh音に変化している｡

｢煙｣は､ほとんど全域でcibuJiであり､わずかにJibuJiもみられる. 琉球列島

の ｢木｣は､音韻対応からみれば､ケに対応する語であるから､沖永良部島では全域

で ci:となっている｡

｢声｣は､ほとんど全域で ◎uiである｡

語中においても同様の現象が起こっている｡

｢竹｣は､ほとんどの地域でde:になっているo これはdakil-daci-dai-de:の

変化過程を経たものである｡

｢蛸｣はto:であり､tako-taku-ta⑳u-tau-to:のように変化している｡

語中のkが脱落する現象は広く奄美方言にみられる｡和泊町を中心にtakuのよう

にk音をもつ語があるが､これは沖縄の影響によると考えられる｡

狭母音音節についてみると､｢肝｣は､kimuまたはtJimuである｡k音が口蓋化す

ることはあっても摩擦音に変化することはない｡これは広母音音節における場合と異

る点である｡

｢釘｣は､kugiあるいはkud3iといい､語頭のk音に変化がない｡語中の9は口蓋

化してd3となっている｡

k音は､Ⅰ母音音節で口蓋化することはあっても､摩擦音へ変化することがなく､

またu母音音節では､ほとんど変化しないということである｡

以上の力行子音の全体的なすがたをみて､口蓋化現象をみることにしよう｡

琉球列島には､いわゆるi母音の影響でその前後の子音が口蓋化する｡ kならば

tJに変化する｡沖縄首里ならば､｢肝｣がtJimu､｢烏賊｣が?itJaとなっている｡ 首

里に関していえば､15世紀のころにはすでにこの変化が起こっていたらしい｡それは､

rおもろさうLjに､｢ちよらのはな｣(晴らの花)､｢ちよわる｣(来おはる､おいで

になる)のように ｢キ｣が ｢ち｣と表記されていることから推測することができる｡
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口蓋化現象は､首里を中心に起こり､沖縄中南部に広がり､そこから周辺に広まって

いったと考えられる｡

沖永良部島の ｢肝｣についてみると､口蓋化してtJimuまたはtJimu:になる地域が

和泊町を中心に広がっている.｢烏賊｣をみると､2ikaと?ikjaと2itJaがあって､口

蓋化現象の各段階が現れている｡ iikaと2ikjaが知名町にあり､2itJaは和泊町に集中

している｡ 和泊が琉球王国時代に役所の置かれた文化の中心地であったということが

重要となってくる｡ ここを窓口にして､首里文化のki-tJiの口蓋化をとり入れた可

能性が強い｡

ただし､この変化は音韻変化なので内的変化とみてよいのであって､地理的な影響

を考える必要はないかも知れない｡しかし､首里文化と接触することによって内的変

化が早められたとみることはできるであろう｡
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沖永良部島言語地図
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鼠の分布語と時代屠

鼠を表す語について､r図説琉球語辞典Jから琉球列島の全域分布をみると､ユム

ヌ系が沖永良部島と与論島､そして南の宮古島にあり､ウェンチュ系が沖縄と八重山

にあり､ウヤザ系が八重山にあり､ネズミ系が奄美大島､喜界島､徳之島にある｡こ

の分布を歴史的に解釈すると､ユムヌ系が古く､ウェンチュ系､ネズミ系が新しい｡

沖永良部島をみると､エムヌ系とオイシャ系が圧倒的に多く､わずかにネズミ系が

入っている｡ところで､オイシャ系は西の知名町に多く､ユムヌ系は東の和泊町に多

い｡よくみると､オイシャ系とエムヌ系が併用されている地点もある0

これら両系は､琉球列島の全域分布とどうつながるであろうカモ｡2oiJaと同系とみ

られる語をひろうと､八重山の 2oidzaや we:da､そして沖純の 2wentJuなどであるO

してみると､オイシャ系は沖純のウェンチュにつながっている｡一方のエムヌ系は宮

古島につながっている｡

歴史的な段階はどうなるのであろうか｡沖永良部島だけをみていると､和泊が文化

の入口とすれば､?oiJaが古く､jumunuが新しいといえる｡ これは列島全域の解釈と

異る｡

解釈には全域分布を優先し､これと矛盾してはならないと考えられる｡オイシャ系

とエムヌ系が､いずれも ｢上の人｣｢夜の者｣という娩曲表現からなっていて､これ
は稲作文化との関連から､書が及ぶことを恐れる気持によってなされた表現である｡

してみると､両系は､併用形として琉球列島全域に広まり､その定着は地域によって

異なったと解すべきであろう｡

蛙の分布語と時代層

沖永良部島における蛙の分布語は､ガ-ク系とア･タビク系である｡

琉球列島の全域分布をr図説琉球語辞典Jによってみると､南の八重山にアウタ系､

宮古島にフナタ系があり､北の奄美大島､喜界島にビキ系がある｡ 中間の沖縄にはア

タビキ系がある｡この分布から､アウタ系のあるところにビキ系が入ってきて､混交

によってアタビキ系を生んだと解される｡琉球列島の全域分布だけでは､沖永良部島

のガ-ク系を解くことはできない｡

そこで､r日本言語地図』によって九州をみると､ビキ系とワクド系､ ドンク系な

どが優勢語形であるが､わずかに五島列島にギャクとか､ギャッギャッ､ガクジョ､
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沖永良部島言語地図
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ギャクジョ､そして熊本や福岡あたりにタンガクがある｡ これらの語形を構成してい

るクは､ガ-クのクと同系とみられる｡もっともガ-クやギャ-クは､蛙の鳴き声か

ら来たものであろうけれど､いったん蛙を表す語になってしまうと､系統的な考察に

たえうるようになると考えられる｡

以上から､ビキ系とガ-ク系は九州と関連しているとみられる｡いまいちど沖永良

部島の分布をみると､アタビキ系が島の中央部に分布しており､知名や和泊の港の近

くにはガ-ク系がある｡この分布は､沖永良部島にビキ系が先に入り､ガ-ク系が後

に入ったことを示している｡ このことは､琉球列島全域についてみてもいえることで

ある｡

左の分布語と時代層

｢左｣を表す分布語は､ヒダリ系とヒガリ系である｡ ヒダリ系は東の和泊町に分布

し､ヒガリ系は西の知名町に分布している｡ しかもヒガリ系は島の中央部に分布して

いる｡

琉球列島の全域分布をr図説琉球語辞典jでみると､多くがヒダリ系であるなかに､

ヒガリ系が混じっている｡沖縄北部でpige:や◎ige:があり､徳之島にSⅠgjariやS‡gjai､

Jigjaiが ある｡

いったい､ヒガリ系は､どのような語形であろうか｡とくに､その第2音節の ｢ガ｣

と ｢ダ｣は､いずれが古いのであろうか｡

文献語をたどると､rおもろさうLJに､｢ひちやりも にきりも かなしや｣(左

も右も愛し)のように､ヒヂャリ (左)がニギリ (右)の対語として現れている｡お

もろ時代に､ヒヂヤリのようにすでに第2音節が口蓋化している｡ 口蓋化のヂヤd3a

はgaにもdaにもさかのぼりうるので､ヒガリとヒダリのいずれにさかのぼるのか､

決定できない｡そこで､ヒガリの由来について､二つの考えかたがありうる｡

その一つは､古来からヒダリ系だけがあったが､ある時期に口蓋化が起こってda

-d3aと変化 した｡一方では､同じ口蓋化の影響でga-d3aの変化も起こっている

ので､daとgaが統合する｡そこで､d3aの回帰現象によって､誤った回帰のために､

gaを獲得したと考えるものである｡

いまひとつは､ヒガリ系を古層とみるものである｡古代において ｢左｣は右より尊

ばれていたという.r古事記Jにある､左の目を洗うと天照大神が誕生したとする記

述は重大な意味をもつ ｡ 太陽の出現する東方を左目になぞらえた表現であったと考え
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ることができる｡そうなると､｢左｣と ｢束｣が同語根で構成されても不思議はない｡

また､家屋は南向きに造るから､日常の生活でも ｢左｣と ｢束｣は一致する｡

分布からみても､ヒガリは沖永良部島だけでなく､沖縄や徳之島にもあり､古層の

残存的な分布を示している｡ちなみに､cige:(左きき)は沖縄南部にある｡ 誤った回

帰が､いくつかの地点で起こることは不自然といわねばならない｡

琉球列島の ｢東｣はアガリであるが､これはアガルへ (上る辺)という新しい語形

であり､その古層にヒガがあった｡結局､ヒガリのヒガは ｢東｣のヒガであり､｢左｣

を表すヒガリは､ヒダリより古層である可能性が強くなった｡
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生年月日(年齢)

明38.8.22(82歳)

明42.8.18(77歳)

明32.1.8(88歳)

明40.10.19(79歳)

明32.5.20(89歳)

大 5.7.10(72歳)

昭 3.12.28(58歳)

大14.2.1(62歳)

大 2.6.25(74歳)

大11.8.6(64歳)

大 3.ll.28(74歳)

明36.9.22(84歳)

明42.7.25(78歳)

大13.2.19(63歳)

昭 4.7.19(58歳)

大13.10.25(62歳)

明44.3.10(76歳)

大 6.6.15(70歳)

明40.7.10(80歳)

明31.12.18(90歳)

明43.10.8(77歳)
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知

小

南

屋 者
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竿 津

赤 嶺
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正 名

田 皆
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新 城
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山 元 彊

成 美 照 子
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宗 村 ウ ト
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原 ウ ト

山 下 稲 重

福 留 納 誠

長谷川 ヒ サ

神 崎 宗 光

遠 江 東 徳

大 6.4.1(70歳)

明43.1.19(77歳)

明44.10.20(76歳)

大10.7.5(66歳)

明36.12.5(84歳)

大 5.7,1(72歳)

昭 2.3.31(60歳)

大13.6.19(63歳)

大10.4.1(66歳)

大 5.1.10(71歳)

大 2.9.3(75歳)

大11.ll.5(64歳)

大 5.12.1(70歳)

大 7.5.25(69歳)

大14.10. (61歳)

大12.3.20(64歳)

明44.4.27(76歳)

大 6.2.15(70歳)

明39.7.27(81歳)

明38.3.10(82歳)

本稿をなすにあたり,助手の篠崎晃一氏と学部学生の西野千春氏にご協力いただい

た｡記 して謝意を表する｡

(なかもと まきちえ ･東京都立大学教授)
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